
結果と分析

目的・背景
どの日本米の品種がエジプトに渡ったのか、そのルーツを探る

ルーツを探る！エジプトに渡来した「Yabani」の由来
神奈川大学附属高等学校 エジプト米DNA研究チーム 杉森 相馬 草薙

1917年

「Yabani」とある日本米

純
系

選
抜

Yabani Pearl(YP)
Yabani M5(YM5)
Yabani M7(YM7)
Yabani M47(YM47)
など

Yabaniの子孫

海を越える

愛国系統、神力が有力
Yabaniの中でも独立したグループが存在

○エジプト米の日本での導入
・栽培環境：安定的に生育し、結実も確認
・食味試験：コシヒカリと似た香りと食感

考察
・Yabaniは愛国・陸羽20号を中心とする愛国系統に
近縁
・YPとYM5が異なるグループに属する

Giza178が高温耐性を持つ

日本が将来的に直面する気候変動への備えとして、
重要な手がかりを与える可能性があるのではない
か？

⇒将来の日本の稲作に向けた可能性の一端を示す

泳動は３年間で80回実施！
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人工交配が加わった選抜・淘汰

図1. 農研機構 イネ品種・特性データベース検索システムを基に作成した主なイネの系譜図
1921

（黒塗り:使用品種）

←初の人工交配品種!

１９１７年にエジプトの食糧危機に
即して日本米が渡る
（何の品種か記録なし）

○ゲノム解析

気候変動に適応する生産安定技術・品種の開発・普及

イ ７ 旭神愛 亀森 上５ 銀２０ ４７YP

図2. SSR法によるDNA解析結果（青字はエジプト米）
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方法
○DNA解析
電気泳動を行い、増幅DNA断片長
に基づき算出したYabaniとの類
似度をもとに系統樹を作成した。
（妥当でない結果の判別のために長粒
米であるインディカ米を使用）

○ゲノム解析
YM5、陸羽20号の全ゲノム解析を東邦大学理学部分子情報
発生学研究室の鹿島誠講師に依頼し、ショートリードシーケン
サーで取得した配列を日本晴ゲノムにマッピングし、SNP を
検出し、海外品種の公開データとも比較した。その後、PCA 
と UMAP により変異パターンの類似性を可視化した。

○栽培・官能評価
Yabaniの日本での実用性を探るため、
実際に栽培し、栽培時の様子や収穫高
の調査、官能評価を行った。
（YM5（＝Yabani）、Yabaniとして有力な
陸羽20号、高温耐性を持つ笑みの絆を使用）

○官能評価

DNA解析の結果から、YM47はYM5とともに、愛国
系統に近いDNAを持つグループであることが示唆され
た。そのうちのYM47の子孫、Giza１78は高温耐性を
持ち（図４）、様々な研究に用いられている。
そこで神奈川大学横浜キャンパスと共同で実際に栽培
したところ、エジプト米も日本米と同等の成長が見られ、
収穫高はそれぞれ左図のようになった（図５）。
一般に、コメの登熟期に最高気温３５度以上になると
高温登熟障害を引き起こし、胴割米や白未熟粒、収穫量
の減少、食味の悪化等の原因となると言われており、実
際に純日本米品種である陸羽20号では胴割れ米や白
未熟粒が確認された。しかし、現在高温耐性をもつとい
われている笑みの絆、Yabaniの子孫であるYM5はい
ずれも陸羽20号に比べ白未熟粒の割合は小さく、一株

YM5 陸羽20号 笑みの絆

５４ｇ/株 ３３ｇ/株 ５１ｇ/株

図5. 栽培結果

図4. Giza系統

図6. 官能評価結果

コメ収穫量

陸羽20号…99g/３株
笑みの絆…154g/３株
YM5…326g/６株

1株あたり
陸羽20号…33g
笑みの絆…51g
YM5…54g

図2より以下のことが考えられた。

・Yabaniの中でも遺伝的分岐が存在
・ YM5は陸羽20号、YM47は銀坊主が近い
→陸羽20号、銀坊主は愛国から派生したため、
愛国系統がエジプトに渡った可能性

・ YP、YM7はインディカ米に近い位置に配置
→長粒米種と交配された可能性

図3. UMAP解析から見た各国イネ品種の遺伝的類似性

＠日本 ＠エジプト

初の人工交配が1921年（図1）
→1917年に渡ったYabaniは人

工交配されず生まれた

考察

結論
・渡った品種として陸羽20号や銀坊主などの愛国系統が有力
・Yabaniの中でも独立したグループが存在
・エジプト米が日本においても実用化され得る
・エジプト米のルーツを探る
→気候変動に強い品種の発見や育種⇒食糧安全保障に貢献の可能性

展望
・全ゲノム解析などのより高度なアプローチをする
→さらに深い知見が得られることが期待できる
・栽培量を増やし、官能評価のパネラー数を増やす
・炊飯条件や嗜好層の違いを考慮することで、エジプト米の実   
用的価値をより的確に評価する

・エジプトの近くに日本以外の国がない(図3)
→他国品種との混合・交配の可能性は低い
・解析品種が少なく、ルーツの特定には至らず

○DNA解析

○栽培

当たりの収穫量が陸羽20号に比べ多かった。以上からYM5はエジプトに日本米が渡り
Yabaniとして定着する過程で現地の高温への耐性を獲得した、または高温に適応する
ために現地で品種改良が行われてきた可能性がある。

DNA解析の結果からYabaniの中でもYM5とYM47、YPとYM7のようなYabaniの
遺伝的分化があったと考えられる。これは、現地の選抜や改良の影響と考えられ、それら特
徴の解明は高温環境に強い品種改良や、日本の気候変動対策にもつながる可能性がある。
また、栽培・官能評価の結果から、Yabaniが現地で辿った改良の足跡を日本米にも応用
することで気候変動によるコメ不足に対する手掛かりになると考えられる。

現地ではコメは「コシャリ」という味の付いた料理にし
て食べられているが、日本での実用化を考えた際に白
米の状態で日本人が好む食味であるかを調べるためコ
シヒカリを基準米として官能評価を行った。評価は７段
階の得点で表し（数字が大きいほど高評価）、基準米を
４として各観点において、基準米であるコシヒカリ以外
の品種名を伏せた状態で相対評価を行った。パネラー
が評価した各観点の値から平均を算出し、それぞれのサ
ンプルで色分けをし、蜘蛛の巣グラフに描画した（図６）。
左図から分かるようにYM5は多くの観点でコシヒカ
リを上回るという評価が得られた。しかし、一般的なパ
ネラー数（参考：農林水産省『官能評価による判別方法』）の１/３にあたる８人

の教員・生徒で官能評価を行ったため、正確な結果であるとは言い切れないが、Yabani
の日本での将来的な実用に向けての大きな知見を得ることができたと言えるだろう。
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